
カレントアウェアネス　NO.326（2015.12）

6

CA1860 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
オープンなナレッジベースの進展と
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0．はじめに
近年の学術情報流通においては、論文などの学術情

報をインターネットを通じて誰でも閲覧できるよう
にする Open Access、研究データなどを特別な制限
無しに利用・再掲載できる形で公開する Open Data、
論文や研究データの公開を通して新たなイノベーショ
ンを創出することを目指す新たなサイエンスの進め方
を指す Open Science といった動きがある。

加えて、研究成果を利用者にナビゲートするために
図書館が作成するデータ、例えば電子ジャーナルのタ
イトルリストなどをオープンにし、図書館コミュニ
ティで管理する動きが世界的に広まっている。

本稿では、オープンな学術情報流通の国際的動向と
その背景について、タイトルレベルの電子リソース流
通の鍵となるナレッジベース（KnowledgeBase：KB）

（CA1784 参照）に焦点を当て、論じる。

1．KB とは
米国情報標準化機構（NISO）（1）の定義によれば、KB

とは「電子リソースに関するタイトルリストや収録範
囲、リンク情報等、リンクリゾルバのベンダーが構築
する豊かなデータベース」のこととされている。これ
に各機関において、特定のコンテンツに関する電子媒
体でのアクセス可否や印刷媒体での所蔵の有無を反映
したものは、特にローカル KB として区別されている。

KB はリンクリゾルバを支える一つのデータベース
として誕生した。1990 年代後半にソンペル（Herbert 
Van de Sompel）によって構築された「Resolver モ
デル」は、従来、電子ジャーナルや電子書籍に代表さ
れる電子リソースについて、リンク元とリンク先が 1
対 1 でしか提示できなかったのに対して、リンク元と
リンク先の間に中間窓を設定することによって、1 つ
のリンク元から複数のリンク先へとアクセスすること
を可能にした（2）。この複数のリンク先情報を管理する
データベースとして「SFX base」が構築され（3）、の

ちの商用 KB の原型となった。その後、このモデルを
適用した商用のリンクリゾルバが次々に開発され、現
在ではディスカバリサービスや、冊子体資料と電子リ
ソースを共通に管理する Library Services Platform

（CA1861 参照）の中核としても活用されている。
活用の場が広がる一方で、商用 KB には次のような

課題があることも明らかになった（4）。
第一に、商用 KB ベンダーがベンダーにとって都合

のよいアクセス先のみ表示させたり、優先順位を高く
設定させたりするリスクが存在しており、図書館側で
はコントロールできない課題が生じていた。第二に商
用 KB ベンダーが用意した KB に対して、各図書館が
個別にメンテナンスを実行することで、同一データに
関して複数機関で作業を行う、作業効率の低下が課題
となっていた。

これらの課題を解決するために始まったのが Global 
Open Knowledgebase（ 以 下、「GOKb」 と す る。）（5）

と Knowledge Base Plus（以下、「KB+」とする。）（6）

に代表されるオープンな KB の構築プロジェクトで
ある。KB をオープンにする理由は、コミュニティで
KB を管理することにより、図書館が KB のデータを
コントロールするイニシアチブを取り戻すとともに、
作業効率の低下を解消するためである。

2．GOKb と KB+
2.1　GOKb

GOKb は、Kuali OLE プロジェクト（7）（E1003 参照）
と英国の Jisc（8）がアンドリュー・メロン財団（9）から助
成を受け、ノースカロライナ州立大学をリーダー機関
として、2012 年から構築されている電子リソースの、
グローバルでオープンな KB である。GOKb は、サー
ビス指向型アーキテクチャに基づく図書館システムを
設計するプロジェクト Kuali OLE で利用されること
を目的としている。GOKb 構築の目的は、Kuali OLE
を設計するにあたって、電子リソース管理を支援する
オープンでかつ図書館コミュニティによって管理され
る KB がないという課題を解決することにあった。

GOKb のデータは、電子リソースを保有する参加図
書館から入手している。2015 年 9 月現在、約2万4,000
のタイトル情報、約 300 のタイトルの全部または一
部をまとめて販売する形態であるパッケージの情報、
18 の利用者の範囲などの利用条件や契約条件の情報
をもつテンプレートライセンスなどを含み、データは
CC0 で公開され、誰でもどのような目的でも利用で
きる。

GOKb の基本精神がオープンかつ図書館コミュニ
ティによる共同管理であることに伴い、KB の情報は
電子リソースのメタデータ交換における標準規格であ
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る KBART（10）形式で公開されている。また、データの
再利用を促進するため、GOKb Linked Data Ontology
を 策 定 し て 公 開 す る 予 定 で あ る。 同 Ontology は
GOKb が定義した独自の語彙に加え、BIBFRAME（11）、
DataCite（12）、Dublin Core（13）等の汎用的な語彙を取り
入れた複合的なメタデータスキーマ（14）で構成される。
また、電子リソースのライセンス契約で定められた利
用条件（ライセンス情報）は、電子商取引における標
準化推進団体 EDItEUR（15）が提供する標準規格 ONIX 
for Publications Licenses（ONIX-PL）（16）形式で公開
さ れ て い る。 こ れ は、2013 ～ 2014 年 の ONIX-PL 
Encoding Project（17）において作成されたもので、テン
プレートの共有により、各図書館が電子情報資源管理
システム（ERMS）に重複して登録していたライセン
ス情報の作成コストを削減し、かつ正確なライセンス
情報をユーザに公開されやすくすることで契約資料の
最大限の有効活用につながる効果をもたらしている。

2.2　KB+
KB+は、Jisc と、HEFCE（英国高等教育助成会議）（18）

から委任された Jisc Collections（19）により、2012 年か
ら英国で共同構築されている KB である。KB+は、英
国内で KB を管理しつつ、英国の各大学・研究機関が
持つローカルなデータを含めたデータベースである。
KB+ 構築の目的は、英国の大学および高等教育機関
向けに正確な KB を提供し、電子リソース情報の管理
のために図書館員が費やしている労力と時間を最小化
することにあった。

KB+には、 NESLi2（20）、 Jisc eCollections（21）、 SHEDL（22）

等のコンソーシアム向けの協定に基づいた KB に加え
て、GOKb と異なり、英国の各大学・研究機関の実際
の契約に沿った情報、例えばローカルなライセンス情
報、JUSP（23）の利用統計などのデータを併せ持ってい
る。また、Jisc は GOKb パートナーとなっているので、
GOKb のデータが KB+に収録されていることに加え、
ローカルな情報を含まない KB＋をKBART 形式によ
り CC0 で公開している。Jisc は、2007 年にライセン
ス情報の一部を ONIX-PL 形式にエンコーディングし
た（24）ことを皮切に商用の ERMS への ONIX-PL 形式で
のデータ取り込みを開始する（25）等、英国コミュニティ
の枠を超え、ライセンスデータ共有のための基盤整備
を国際的に牽引している（26）。

3．広がりを見せるオープンな KB の連携
この他にもこれまで世界的にさまざまなプロジェ

クトで、国またはコンソーシアムレベルのオープン
な KB が構築されてきた。例としてカナダのサイモ
ン・フレーザー大学図書館の逐次刊行物管理システム

CUFTS の Open Knowledgebase（27）、 ド イ ツ の ZDB
（Zeitschriftendatenbank）（28）、フランス高等教育書誌
センター（ABES）の BACON（29）があげられる。これ
らは GOKb にデータを搭載する予定である。この他、
スウェーデン国立図書館、中国の大学図書館コンソー
シアム CALIS、後述する日本の ERDB-JP も、GOKb
にデータを提供することに関心を寄せている（30）。この
他、世界規模の広義の KB として、ISSN 国際センター
がユネスコの支援を受けて提供するサービス ROAD

（Directory of Open Access scholarly Resources）があ
げられる（31）。

GOKb のような包括的な KB を一つの図書館コミュ
ニティで維持管理していくことは容易ではない。さま
ざまなコミュニティが作成する、収録対象やデータ内
容が異なる KB と連携することで、国際的に作業の重
複を避け、より正確で多様なデータを共有することを
目指している。

4．ERDB-JP プロジェクト
日本の大学図書館でも 2000 年代半ばから多くの機

関で海外製商用 KB の導入が進んできた。その中で、
特に海外製商用 KB に含まれる国内刊行の電子リソー
スのデータが少ないことが問題になっていた。この
ため、「大学図書館と国立情報学研究所との連携・協
力推進会議」（32）を母体とする「これからの学術情報シ
ステム構築検討委員会」（33）の電子リソースデータ共
有ワーキンググループが、国内の電子リソースに関
する情報を集約・管理するデータベース “ERDB-JP”

（Electronic Resources Database-JAPAN）（34）を 構 築
し、2015 年 4 月に公開した（E1678 参照）。

ERDB-JP のデータ形式は KBART および KBART2
にタイトルのヨミ、NACSIS-CAT 書誌レコード ID な
どの独自拡張フィールドを追加したものである。収録
されたデータは CC0 で公開しており、GOKb との連
携等、国内外へのデータ流通に向けた活動を予定して
いる。

ERDB-JP は、収録された国内刊行の OA ジャーナ
ルの情報を GOKb に提供することで、国際的な学術
情報基盤整備と流通の潮流に、そのデータを載せる
可能性を持つ。GOKb や KB+との国際連携が進めば、
ERDB-JP データを含む KB が、各種ディスカバリサー
ビスやリンクリゾルバなどの様々なシステムを通して
世界中の利用者から利用され、その結果として日本語
の研究成果へのアクセス増加が期待できる。 

5．オープンな学術情報流通の国際的な展望
GOKb、KB+、ERDB-JP は、 そ れ ぞ れ デ ー タ を

CC0 としており、それぞれのデータを、誰が、どの
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ような目的でも、いかなる負担もなしに幅広く利用で
きることが期待されている。例えば、複数ある商用
KB がこれらのデータを再利用し、より正確でリッチ
な KB が各種商用ツールをとおして流通することで、
より多くの機関で利用されることも考えられる。実際
に GOKb は、他国で構築が進むオープンな KB の収
録を図りつつ、商用 KB のベンダーと協議の場をもち、
今後も多くの商用 KB ベンダーに GOKb データを提
供しようとしている。

世界的な KB ができつつある結果、図書館は商用ベ
ンダーと協力しながら、KB の管理に主体的に関与し、
KB のデータを正確で最新に保つ役割を担う。図書館
がこの世界的な KB をディスカバリサービスなどで活
用することで、利用者は電子リソースへの正確なアク
セスを享受できる。立場や国を超えて図書館が必要と
するデータを構築・管理する世界的な KB の取り組み
は、今後、図書館が電子書籍など、より多種類の電子
リソースのデータをさらに広く流通させるために、重
要なモデルケースになりうる。
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